

































































































































































































































報」では 10年と 11年の発行部数は、月 2回発行
として約 2800部になる（小池，p.40）。しかし、















京は 12店（全国の約 9％）と減り、群馬 11店、




の約 7.6％）で福岡は最も多く 14名である（第 2


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。県会議員であり、田 45町 3反、畑 10町 2












































































































































































村耕地の 1割弱にあたる 2町 2反余をもつ大地主
であった。「農事の改良」に尽くし「淡路に航し」
て「山麓の溜池」を見て、村に溜池をつくり村民
の模範にした（『現代何鹿郡人物史』，1915，
p.74）。14年に長野県を訪ね 16年に製糸業を始
め、18年に生糸・真綿などを外人と初めて取引
し、Ⅲ「多利ノ農業」を進めた。20年頃に見い出
した桑樹は「優秀抜群」をもって、津田仙が「世
界一と命名」し「愛植園」の名も贈り、「20余年
間、津田仙氏と親交を重ね指導を受け」（『同人物
史』，p.74）、Ⅰ学農社と繋がりを有した。
田中は明治 19年、愛媛県に出かけ偶然キリス
ト教の「演説会」を聞き、「俄に求道の志を起し」
（村島，p.6）、帰村し村内有志家に熱心に伝えた。
19年末にⅣキリスト教の伝道を依頼し田中宅で
説教会を開き、20年に妻とともに受洗した。20
年以降、田中に代表される自作上農層は、松方デ
フレ政策と、商業資本（寄生地主）の進出で次第
に没落し、所有地は 23年に半減した。22～24年
に 5回寄稿した 20年代の読者③であった。
田中は、北海道に転任した牧師の勧めもあり、
失意のなかで明治 26年には旭川に移住した。将
来の発展を見越し機械製材を企て機械数台を据付
け、Ⅱ「民業自奮」を進めた。『北海道の隆運』
（1910）は旭川の著名な商人 48人を挙げ、田中も
「木工および農」、開業は 25年とされる（吉田，
p.27）。製材業は成功し、40年には工場を新築し
機械も新調し大正初期には旭川の大地主となった
（吉田，pp.75-6）。35年には議員などを務め、公
共事業に寄付し 44年には「旭川基督教会移転費
中に金壱円」を寄付した「篤志家」であった（『同
人物史』，p.76）。故郷ではⅢ「多利ノ農業」、北海
道ではⅡ「民業自奮」を進め、いずれでもⅣキリ
スト教的改良運動を進めた。
ハ 幕臣で、キリスト教の活動を実施
★今井信郎は、幕末には京都見廻組の隊士で、
上層部からの指示により坂本竜馬を襲った。明治
元年に、戊辰戦争で敗北した後、榎本武揚ととも
に北海道に海上上陸した。3年に禁固処分を受け
静岡県に引き渡され、5年に西郷の特赦により放
免された。今井は、静岡学問所の教授に招かれた
クラーク（後の札幌農学校長）の護衛役に任命さ
れ、クラークを通じてⅣキリスト教に出会った
（井上勲，pp.103-4）。静岡学問所の跡地に私立学
校を設立したが、「明渡しを要請」され献納した
（大坪，p.298）。静岡県庁に出仕し、西南戦争では
「討伐隊として向こうに着けば」、西郷軍に加わろ
うと出征し、途中で西郷軍の敗北を知った。
今井は落胆し、津田仙を師とし農業に生きる決
意をした。明治 11年に静岡県牧の原、現島田市
に妻と二人で入植し、津田の指導を受け茶の栽培
や果樹栽培などを始めた。津田にならい「三養
社」（教育・勧業・経世）を設立し、綱領に「自
由・独立」を掲げ、解散に追い込まれたけれども、
製茶事業は茶の輸出で発展した（井上勲，pp.104-
5）。17年には、旧幕臣の牧師から受洗し、Ⅳキリ
スト教徒として講演も行った。19年には「三養
社」の分校を開校させ、その後で寄稿した 20年
代の読者③である。
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おわりに
『農業雑誌』の読者は、新たな社会にむけてそれ
ぞれが活動を行い、これらの活動について確認で
きたことを、「五角形の枠組み図」をもとにまとめ
ておきたい。
Ⅰ学農社の卒業生①は、農事試験場に移動し、
Ⅲ「多利ノ農業」を果樹栽培などで直接に指導
し、また、地元の農学校を経て間接的に指導した
（Ⅰ滝七蔵参照、以下同じ）。
Ⅲ「多利ノ農業」の基点には、Ⅰ学農社卒業生
①の指導に積極的に応えた読者が存在し、先駆的
な果樹栽培園主（Ⅲ菊池楯衛）は学農社の苗木販
売に応えた。同時に、園主は先進地域に出かけ、
「技術・知識の共有」を図った。とくに蚕業では良
種を求めて移動し、手にした良種を無償で地元に
配布し栽培を奨励した（Ⅲ中村正路）。学農社が
勧めた牧畜業と畑作に応えた 10年代の読者②が
見られ（Ⅲ知識兼雄、Ⅱ武藤幸逸）、限られた読者
は牧畜業をその後も継続できた（Ⅲ飯田康雄）。
これとは別に、稲作の多くの読者は、品種を交換
し（Ⅲ酒井為太郎）、多数の「改良農書」を購読
し、ときには著作した。
Ⅱ「民業自奮」の基点では、読者②③が、卒業
生①も加えて、蚕業をもとに発展した製糸会社を
設立し（Ⅰ小笠原長道）、他方、身近な地場事業を
設立した（Ⅱ鈴木菊次郎）。製糸会社を設立した
読者は、鉄道延長による蚕業基盤の整備を求め、
銀行・電力会社の経営者（Ⅱ中野致明）、村長・郡
長が延長請願を行った。Ⅱ堀内（良平）は、鉄道・
バスの企業を起し自ら整備した。なお、大会社の
設立者には、Ⅱ「民業自奮」から離脱も考えられ
る（第 1図、外向き矢印参照）。
Ⅱ「自奮自奮」の基点には、読者②③で自由民
権を進めた豪農・手作り地主（Ⅱ武藤幸逸）、「豊
かな農民」（Ⅱ小岩井宗十）、農事改良家（Ⅲ茅原
鐵蔵）や、高知で「最多の犠牲者」とされた卒業
生①も、「自由」や「地域の自立」を求めて集まっ
た（Ⅳ西森拙三）。これら民権家は、その後、海外
移民、北海道開拓、そして地方産業の発展（Ⅰ菅
淳）に向かった。
Ⅳキリスト教的社会改良の基点には、卒業生①
で伝道の道に入る者、読者②③の豪農で改良運動
を推進する者が集まった。異質な経歴をもつ読者
もいた。旧幕臣は、キリスト教に出会い、津田を
師として農業に生きた（Ⅳ今井信郎）。手作り大
地主は、キリスト教に出会い村民に影響を与え、
寄生地主化に伴い没落し、移住した北海道で成功
した（Ⅳ田中敬造）。
Ⅴ農民の「生活向上」の基点では、読者②③は
国外移民、北海道移民、国内各地で開拓を実施し
た。活動が確認できない多くの読者も、『農業雑
誌』を読み「学理的農業」を試みたといえよう。
また、生活基盤の整備を、多くが推進し、なかで
も村長・市長、そして議員が各地で行い、民間事
業者も行った（Ⅱ長坂又兵衛）。村の基本財産を
活用し創意に満ちた方法で整備に貢献した（Ⅱ橋
本幸八郎）
『農業雑誌』は、先駆的な「民間自由」の雑誌と
して発行部数の点でも、多数の、判明する限りで
60余名にのぼる、読者の「多様で異質な活動の」
点でも大きな役割を果たした。各地で展開された
読者の活動は、読者の多少・増加の遅速の示す、
5つのまとまりに関連づけて検討すれば、それぞ
れの活動が当該地域で示した代表性や特異性を示
唆してくれる。
『農業雑誌』の読者に注目することで、津田仙と
『農業雑誌』が希求した「農は百工の父母」と「自
由を重し」を、「これこそ自分たちの営みと、濃淡
はあれ共感した人々」が明治の日本社会に存在し
たことが確認でき、『農業雑誌』を引き寄せた、こ
うした読者が『農業雑誌』の広がりを強めたとい
えよう。しかし、寄生地主化が進み、保護政策が
変わらず、官による「農談会」を経由した農民へ
の働きかけ（図では斜めの長い破線の楕円）が強
まるとき、『農業雑誌』の広がりは弱まり、狭まる
ことになったといえよう。
参考文献
青山学院，1965，『青山学院九十年史』
石川県教育委員会，1984，『石川の農村を支えた人々』
井上勲，2014，「基督教徒となった坂本龍馬暗殺者」，『基
督教論集』青山学院大学神学科教学督学会 57号
井上国雄，1955，「武藤幸逸の「共農舎」農場」，日本農業
発達史調査会編，『日本農業発達史：明治以降における 
第 5巻』
色川大吉，1966，『近代日本の出発』
上野晴郎，1977，『山梨のワイン発達史』
宇喜多翁―刊行会，1931，『産業界の先駆宇喜多翁』
鵜沢昇作編，1953，『千葉県蚕糸業沿革史』
内田糺，1965，「津田仙と学農社」，細谷俊夫編『人物を中
心とした産業教育史』
蛯名慶五郎，1917，『群馬県の代表的人物並事業』
大坪草二郎，1941，『国士列伝』
小川功，2008，「大正期破綻銀行のリスク選好と“虚業家”
17津田仙の『農業雑誌』と地域への広がり
タイトル」『跡見学園女大学マネジメント学部紀要』第
6号
風間進編，斉藤長三著，2005，『佐渡政党史稿　復刻』郷
土文化
上岡剛一，1966，「鹿児島県畜産史の一駒─『農事社』
の事績」，『鹿児島大学法文学部紀要 経済学論集』No.1
上条宏之，1981，『民衆的近代の軌跡』
川路賢一郎，2003，『シエラマドレの熱風─日・墨の虹
を架けた照井亮次郎の生涯』
菊池秋雄，1938，『陸奥弘前凋園主菊池楯衛遺稿』
紀田順一郎監修，2007，『日本人物誌選集　第 4巻　日本
老農伝』
金文吉，2003，『津田仙と朝鮮─朝鮮キリスト教受容と
新農業政策』
小池洋二郎，1882，『日本新聞歴史』
坂井信生，2005，「明治期長崎におけるキリスト教（覚え
書）」第 2部　プロテスタンティズム（2）『活水論文
集』第 48集　活水女子大学 
塩田道夫，1997，『堀内良平の生涯─富士を拓く』
高崎宗司，2008，『津田仙評伝　もう一つの近代化をめざ
した人』
高橋哲夫，1967，『福島県民権列伝』
高橋信貞・ 他閲，1890，『褒賞繭写真表法解説』
田村昭治，1999，『ここに人あり　淡路人物誌』 
津田道夫，2012，『津田仙の親族たち』
伝田功，1962，『近代日本経済思想の研究』
鳥取県果実農業協同組合，1972，『鳥取二十世紀梨沿革史』
内藤正中，1955，「自由民権運動と豪農層─美作自由党
の成立」，『経済論叢』，76巻 1
̶̶̶̶，1975，『山陰の年輪』
永原慶二他編，1986，『講座・日本技術の社会史　別巻 2
　人物編　近代』
波松信久，2013，「明治期における津田仙の啓蒙活動─
欧米農業の普及とキリスト教の役割─」『京都産業
大学論集』社会科学系列　Vol.30
農務局，『大正十三年六月調査　五十町歩以上ノ大地主』，
農業発達史調査会編，『日本農業発達史：明治以降にお
ける第 7巻』1955
萩市郷土博物館友の会編，1984，『萩の歴史　3版』
波多江久吉，1955，「リンゴ生産の発達─青森県の場合
─」，日本農業発達史調査会，『前掲書』
半澤周三，2011，『大島高任』
普連土学園百年史編集員会，1987，『普連土学園百年史』
福島県，1969，『福島百年の先覚者』
碧南市教育委員会，2015，『碧南出身の人物伝　加藤平五
郎物語』
増田智，1985，「近代成立期における地方名望家の位置　
宮倉・小笠原鶴太郎の軌跡」，『郷土研究発表会紀要』，
第 31号
都田豊三郎，1972，『津田仙―明治の基督者』
丸山和代，2004，「西森拙三の生涯を追って」，『高知市立
自由民権記念館紀要』Vol.12
南野純子，1987，『泉州玉葱と坂口平三郎』
三宅忠一，1963，『岡山の果樹園芸史』
村島渚，1943，『丹陽基督教会五十年史』
山崎孝子，1962，『津田梅子』
吉田民鉄，1910，『北海道の隆運』
よみがえれ新町紡績所の会，2013，『佐々木長淳の生涯と
業績』
謝辞：ほぼ 50年前に津田塾大学図書館を訪ね、山崎孝
子先生に資料を見せていただきました。津田塾大学に在職
中にこれら資料をまとめることができないままとなり、あ
らためてお礼を申し上げます。

